
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川の身近な自然を訪ねて「酔芙蓉の里を巡る」 （撮影者 久野正樹） 

 

 

 

■「神奈川の身近な自然を訪ねて」の紹介 

2010年9月より神奈川の自然を愛する一般のお客様

を対象として、当初は月に一度（現在は月２回）、神

奈川県内の自然を紹介するためにこの自然観察会を始

めました。この自然観察会では、県内の身近な自然の

素晴らしさばかりでなく、その地域の歴史、文化等も

案内しております。今後も継続していきます。 

詳細については、ホームページをご覧願います。 

http://www.jfik.org/katsudo/mijika.html 

10月以降の3ヶ月の予定は次のようになっておりま

す。是非、皆様の参加をお願いします。 

 

10 月 「秋風の横浜大倉山から、歴史を秘めた丘陵

と谷戸を巡る」 

   開催日：10 月 25 日（水）、10 月 28 日（土） 

11 月 「鎌倉長谷周辺の歴史を訪ね、秋の海に思い

馳せる」 

   開催日：11 月 22 日（水）、11 月 25 日（土） 

12 月 「陽だまりの里・境川遊水地公園で初冬の野

鳥を楽しむ」 

    開催日：12 月 12 日（火）、12 月 16 日（土） 
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草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  http://www.jfik.org/ 
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冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて「秋風の横浜

大倉山から、歴史を秘めた丘陵と谷戸を巡る」 

 

＜下見＞  

日 時：10 月 18 日（水）  

集 合：東急東横線大倉山駅改札口 10:00 

（※改札口は一箇所） 

＜本番＞ 

日 時：10 月 25 日（水）・28 日（土） 

集 合：東急東横線大倉山駅改札口 9:10 

（詳細は別途連絡） 

 

 今回は久野さんが企画しています。  

会員の「神奈川の身近な自然を訪ねて」シリーズの

下見だけのご参加は、他の野外研修会等と同様に 500

円の参加費を負担してもらいます。 

（下見時の CONE 保険は適用しませんので、各自で何

らかの傷害保険・賠償責任保険にお入りください。） 

本番だけのご参加に関して参加費及び保険料の負担

はありませんが、一般参加者に関するお手伝い等をお

願い致します。 

 一般の方の申し込みは、参加コース名、参加年月日、

名前、住所、電話番号、高校生以下は学年を書いて申

し込みください。詳細はホームページをご覧願います。 

（昆野記） 

 

 

 

■室内勉強会「地球温暖化、どう向き合う」 

研修部会から 10 月の室内勉強会のお知らせです。 

日 時：10 月 20 日(金)18:00～20:00 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 

講 師：坂間至朗（28期） 

参加費：500 円 

概 要：地球温暖化についてビデオ、CG、アニメーシ

ョンやクイズを交えながら概説し、私たちにできるこ

とについて一緒に考えます。 

流れ：①地球温暖化はなぜ起こっているの？ 

   ②地球温暖化が進むと？ 

   ③世界はどう動いているの？  

   ④私たちは何をすればいいの？  

講師の坂間さんは、地球温暖化に関する情報を人か

ら人への直接伝える「地球温暖化防止コミュニケータ

ー」として環境省に登録されています。 

※資料準備のため、事前申込みをお願いします。 

 

申込み：吉原秀敏 

メール：h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp 

電 話：090-2636-1381         （吉原記） 

 

★■四季の森公園「自然を訪ねて～身近なクモ」 

9 月 17 日（日）に予定していた観察会は台風のため

中止せざるを得ませんでした。次に延期して行います。 

期 日：10 月 14 日（土） 

集合時間：10:00（下見） 

本番の時間：13:00～15:00 

集合場所：公園北口管理事務所前 

 

★■四季の森公園「自然を訪ねて～冬支度の草木」 

寒い冬を乗り切るために様々な準備をしている植物

を観察し、みなさんと一緒に勉強していきたいと思い

ます。ご参加をお願い致します。 

 

＜下見＞ 

日 時：10月8日（日）10:00～12:00 

＜本番＞および＜当日下見＞ 

日 時：10月22日（日）10:00～12:00 当日下見 

           13:00～15:00 本番 

集合場所：県立四季の森公園北口管理事務所前 

担 当：大橋、日比野、小池      （大橋記） 

活動予定 

 

mailto:h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp
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■山こい倶楽部第36回「扇山」 

JR中央本線沿線の「人気の山ベスト3」に入る山が

扇山（1137.8m）です。山を南側から見たとき、扇を

広げたように幅広く見えることからと言われています。 

広々とした山頂は展望に恵まれ、富士山の眺めが素

晴らしいです。その為、大月市が定めた秀麗富嶽十二

景にも選定されています。富士山の展望と秋の草花を

愛でながらのんびりと低山歩きをしませんか。 

 

期日：10月9日（月・祝） 

集合場所：JR中央線鳥沢駅改札 

集合時間：9:00 

コース：鳥沢駅→梨ノ木平→大久保のコル→扇山頂上

→犬目丸→萩ノ丸→安達野→大野貯水池→四方津駅 

 通常4時間45分のコースを、自然を楽しみなが    

ら歩きます。（駅から駅まですべて歩きです。） 

歩行難易度：一般向けで難しさはありません。 

（登り825m、下り905m） 

持ち物：弁当、水、雨具、その他秋山登山（防寒具な

ど）に必要な持ち物 

担 当：リーダー境 サブリーダー久保 

※申込みは10月6日（金）までに松井までお願いしま

す。 

メール:ma1950koji@yahoo.co.jp 

電 話：070-2811-7267         （松井記） 

 

★■鎌倉風致保存会 

○みどりのボランティア 

10 月 7 日（土）東勝寺跡 

10 月 21 日（土）北条氏常磐亭跡 

10 月 28 日（土）光則寺  

11 月 4 日（土）十二所果樹園 

11 月 11 日（土）御谷山林 

11 月 18 日（土）御谷山林 

○覚園寺 

 10 月 5 日（木）、10月 19 日（木） 

○その他のイベント 

 10 月 14 日（土）大佛茶亭公開 

 11 月 11 日（土）緑と歴史探訪 

 11 月 23 日（木、祝）里山フェスティバル、御谷山林 

 11 月 25 日（土）お話しサロン     （廣瀬記） 

 

■ヤビツの森 

日 時：10 月 21 日（土）10：00～15：00 

作業概要：下草刈り、作業通路の整備 

これまでに植えた苗の周りのススキなどを刈り取り、

また、作業通路の整備を行います。現地の用具小屋に

ある鎌や唐鍬などを使います。 

参加ご希望の方は吉井宛メールでお知らせください。 

  <yoshiit@green.ocn.ne.jp>     （吉井記） 

 

★■湘南の森 

日 時：10 月 13 日（金）、28日（土） 

活動日は原則として毎月第 2金曜日と第 4土曜日で

す。 

集 合：平塚市湘南平上部パーキング付近 10:00、ま

たは大磯駅 9：30 

参加ご希望の方はメールで吉井までお知らせくださ

い。メール：yoshiit@green.ocn.ne.jp  （吉井記） 

 

★■フォレスト21「さがみの森」 

10 月 14 日（土）、22 日（日）定例作業 

11 月 11 日（土）、26 日（日）定例作業 

森林保全作業実践の場として活用ください。6 日前

までに申し込んでください。 

JR 橋本駅南口（マクドナルド前）に集合して車での

送迎になります。            (菅原記) 

申込み：「さがみの森事務局」 

電 話：03-3868-9535、FAX：03-3868-9536 

メール：sagami@moridukuri.jp 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の作業は下記の通りですので、参加希

望の方はメール又は電話で田中（真）まで事前にお知

らせ下さい。 

メール：m.tanaka@feel.ocn.ne.jp 

電 話：090-1542-2154  

10 月 7 日（土）、16日（月）10:00～14:30  

11 月 4 日（土）、20日（月）10:00～14:30 

集合場所：久右衛門邸      （田中（真）記） 

 

 

 

ma1950koji@yahoo.co.jp
mailto:yoshiit@green.ocn.ne.jp
mailto:yoshiit@green.ocn.ne.jp
mailto:sagami@moridukuri.jp
mailto:m.tanaka@feel.ocn.ne.jp
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■神奈川の身近な自然を訪ねて「酔芙蓉の里を巡る」 

日 時：9月 23 日（土・祝）9：30～15：00 晴 

参加者：42 名 

（9 月 28 日（木）54 名の申し込みがありましたが、

雨天中止となりました） 

スタッフ：13 名 山路、菅原、松井、吉原、小池、大

橋、久野、広川、松田、杉山、鈴置、坂間、昆野 

下見の参加者：西岡、大倉、鈴木（康） 

9：30、小田急新松田駅集合。4班に分かれ、バスで

「まましたバス停」へ移動、観察会を開始しました。

心配していた雨も朝方には上がり、青空も覗く絶好の

観察会日和となりました。 

車道わきの野菜畑や溝に咲くタカサブロウ、スカシ

タゴボウ、トキワハゼなどを見つけました。すぐに、

あえて車道を外れて農道にはいります。入口でストレ

ッチをして体をほぐしました。この水路沿いの農道で

は、ユウゲショウ、オオニシキソウ、コニシキソウ、

イヌビユ、カナムグラ、ヘクソカズラ、ヤブガラシ、

カラムシ、ノゲイトウ、アキノノゲシ、ヒメムカシヨ

モギ、クサギ、エノキ、アカメガシワ、ミズキなどの

観察ができます。 

キウイフルーツ畑、ウンシュウミカン畑を経て車道

に出ると、ハナスベリヒユ、トレニア、アメジストセ

ージなど園芸種のお花畑がありました。みごとなイチ

ジクの果樹畑にも足を止めます。再度、稲田沿いの農

道に入り、たわわに実った「はるみ」という品種のイ

ネを紹介しました。邸内に稲田を持つ豪邸を過ぎれば

酔芙蓉農道の入口はすぐです。 

 

        酔芙蓉農道 

酔芙蓉農道は「花による地域おこし」として、平成

7年に水田区画整理の一環としてスタートし、「あしが

ら花紀行千津島実行委員会」の皆さんが、種をまき、

苗木を植え、育て、守ってきたそうです。丁度、今が

「酔芙蓉祭り」の期間でもあり、花は見ごろを迎えて

いました。あちこちの畦道では真っ赤なヒガンバナも

見られ、空の雲にも秋を感じさせてくれました。農道

中ほどの福沢公園では模擬店が出店していて、買い物

をする参加者もいて、しばし休憩しました。 

公園から農道と別れて、すぐ近くの臨済宗天福寺の

千津島観音堂に向かいました。ここは福沢諭吉ゆかり

の寺で、当時の住職と懇意にしていたことから、度々

訪れて地元の人たちとの交流もあり、明治 22 年の町

村制施行の際、合併でできた新しい村は「福沢村」と

名付けられたとのことです。この福沢公園をはじめ、

福沢小学校、福沢幼稚園、福沢コミュニティ、福沢神

社などの名称が今も残っています。 

つぎに目指す朝日観音堂までの稲田でオモダカ、コ

ナギ、ヒメクグなどの水田植物の観察ができました。

また稲架の風景にはなにかほのぼのとした気持ちにさ

せられました。途中には登り坂があり、いっきに見晴

らしが拡がり、大野山、高松山、松田山、渋沢丘陵の

青い山並みの眺望が楽しめました。 

 
        朝日観音堂 

 

朝日観音堂は茅葺屋根の宝形造り、床下は亀腹とい

うかまぼこ型の土壇になっていて、江戸時代の建物と

推定されています。鎌倉時代に土石流によって埋没し、

現在地に移されたものと言われています。お堂の脇の

墓地から続く道は「旧足柄古道」で、東西を分ける足

柄峠にも近く、北方守護、鎮護の神「木造兜跋毘沙門

天」が祀られています。ここで昼食をとりました。 

活動報告 
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アサヒビール神奈川工場までの道は、一旦少し下っ

てからはずっと登り道が続きます。まわりの深緑の風

景に励まされながら、一汗かいて工場に着きました。

安藤忠雄建築研究所により「『森と水の工場』ガンブ

リヌスの丘」をコンセプトとして設計され、敷地の50％

以上が緑地という自然いっぱいのビール工場として、

2001 年に竣工しました。メタセコイアの樹々が目立ち

ます。 

何人かの 1次解散者を除いて、4班全員が集合、13：

30 から 1時間の工場見学と試飲を楽しみました。5杯

も飲んだ方がいらっしゃいました。ここで2次解散し、

買い物などをしてから、15:00 発の定期便と 15：20

発の臨時便のバスで小田急新松田駅へ戻っていただき

ました。               （山路記） 

 

■室内勉強会 

「植物の五感 植物が何を感じどう行動するか」 

日 時：9月 15 日(金)18:00～20:00 

場 所：神奈川県民サポートセンター 

講 師：西岡一郎（27期） 

参加者：12 名 鈴木（康）、坂間、河野、日比野、中

澤、辻、福田、梶浦、久野、小池、山口（久）、吉原  

概 要： 

植物が外界の刺激に対し何を感じどう反応するか、

具体的にイメージしにくいテーマを、随所に動画映像

を使って、ヒトの五感と比較しながら、講師からわか

りやすく説明してもらいました。 

 通常、ヒト（動物）の五感（視覚、聴覚、嗅覚、味

覚、触覚）は、神経系、消化器系、循環器系等の複雑

な構造が外からの刺激を電気信号に変換し、脳に伝え

て認知することで反応します。ところが、植物は、栄

養器官（葉・茎・根）と生殖器官（花･実・種）の単

純な構造で、細胞の一つ一つが多様な刺激に反応しま

す。植物は、自分の生育に直結するあらゆる環境の変

化（光・土壌中の水分・温度･湿度等）を敏感に感じ

ています。 

 植物の外界の刺激を伝える情報伝達物質として、「植

物ホルモン」があります。その一つ「エチレン」は、

植物の「嗅覚」に関係します。「エチレン」には茎･葉

の成長を抑え、実の成熟を促進する働きがあります。

（例えば、熟したリンゴはエチレンを放出するので、

青いバナナを一緒に入れると、バナナは黄色くなる。） 

 「触覚」は、植物が接触を感じ、ストレスが発生す

ることで起きる細胞間の動きが関係しています。つる

性植物は、支柱になる対象に触れた時から巻き付けが

始まることが動画で紹介されました。また、触れると

動くオジギソウは、刺激が電気信号に変更して、細胞

に伝達され、細胞から水が出て、膨圧が低下すること

で動きます。 

 「視覚」は、光を感じることです。植物の場合、赤

の波長の光（赤色光･遠赤色光）に反応して、花芽の

形成や発芽条件を左右します。また、青色光は、光屈

性（茎が光の方に曲がる）や、花芽形成の働きがあり

ます。「味覚」や「聴覚」については、植物には五感

といえる働きはないようです。 

 ヒトの五感は、自然の中でそれを磨くことで、感性

を培うプラスαの要素でもありますが、植物の五感は、

生きる為に、あらゆる環境の変化を感じるための生存

手段と言えるようです。      （山口(久)記） 

 

■四季の森公園 

里山アカデミー「野草ガイド入門講座第 3回」 

日 時：9月 3日（日）10:00～15:00 

場 所：四季の森公園会議室及び園内 

参加者：受講生 16 名（5 名欠席）、公園から小野澤副

所長、JFIK 石川、福田、品川 

概 要：今日は欠席 5 名で、受講生 16 名が参加いた

しました。午前前半の石川講師からは面白くかつ楽し

い講座が展開しました。講師の反省点としては、面白

いがアカデミックでないと自己反省がありましたが、

むしろ面白く講座を持っていくことの方が難しいと思

います。引き続いて福田講師の講座で今回もまじめな

授業が続きました。 

四季守マスター塾でも同様ですが、3 回目ともなる

と各人の個性や好みがはっきりと出るようになり、ア

ンケートを拝見しても、図鑑の正しい使い方を実演し

てほしいとか植物に関する歴史や文化も紹介してほし

いなど、図鑑だけでは掴まらない話をリクエストされ

ています。また、実技を涼しい午前中にという意見も

いただいています。さらにヘクソカズラの集散花序に

ついて質問をいただいていますので、次回はその解説

から始めたいと思います。 
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        講義の様子 

 

午後の観察実技で取り上げた植物は、ガガイモ、セ

ンニンソウ、ヌスビトハギ、フジカンゾウ、ミズヒキ、

キンミズヒキ、ツリフネソウ、キツリフネ、ガンクビ

ソウ、ヤブタバコ、コヤブタバコ、ナンバンギセル、

ツルマメ、ヤブマメ、トキリマメ、ノササゲ、カラム

シ属で、この外、ミソハギ、オオガハス、カラスウリ、

ヌルデとヌルデミミフシも解説しました。（品川記） 

 

野外観察実技風景 

 

■山こい倶楽部第 35 回「富士山宝永火山」 

山行日：9月 14 日（木） 

須山さんリーダー、松井さんサブリーダーで、35

回目の山こい倶楽部は富士山の宝永火山へ。JR御殿場

駅を起点終点に、行きは標高2,400mの富士宮口まで、

帰りは 1,440m の新御殿場口から、それぞれタクシー

を使う豪華山旅となった。標高差は登り 330m で、降

り1,253m。ゆっくり歩いて火口の雄大な風景を楽しみ、

森林限界上下の植生を観察した。 

富士宮口から宝永山荘、雲海荘のある 6合目に向か

う。9 月中旬なのでカラマツは黄葉に少し早いが、黄

や赤の葉が混じるイタドリが秋の始まりを教えてくれ

た。成長の早いイタドリは、外来種として現在、英国

全土に広がっており、在来植物の生育を阻害するなど

環境への影響は深刻。コンクリートも突き破って伸び

るため、道路やビルへの損害も大きく、英当局による

と、被害額は年間 1 億 5000 万ポンド（約 200 億円）

に上る。これは日本の鳥獣による農作物被害（平成 26

年度）に相当する。強烈な生命力はここ富士山の森林

限界でも炸裂している。 

興味深いのはカラマツの生息域拡大だ。シラビソや

コメツガに追い立てられるように標高を上げている。

その生育は種から1本の幼樹として懸命に生きている

のと、ハイマツのように強風と積雪に耐え、這うよう

に枝葉を伸ばしているのがある。下山後、専門家に聞

いたら、オーストラリア原産のユーカリは日本の積雪

地帯に植樹すると、まっすぐ上に伸びる成長戦略を変

更し、日本海側のウラスギのように横に這うように伸

びるそうで、カラマツも同様に同じ富士山でも特に風

の強い場所では横に伸びる。つくづく植物の環境適応

力はすばらしいと思う。 

宝永山山頂（2,693m）で昼食をとり、新御殿場口へ

のゆったりとした下降では植生の変化を楽しんだ。ミ

ヤマヤマアザミ、ミヤマハナゴケ、ミヤマコゴメグサ

…何でもミヤマシリーズ。キオンの花は茎の先端に散

房状（横に広がる）に多数つけるが、アキノキリンソ

ウは総状（茎に沿って付く）につく。巨大なフジアザ

ミ、ムラサキモメンヅル、イワオウギ、ハナヒリノキ、

ネジバナ……最後は可愛らしいマツムシを皆で観賞し

た。              （鈴木（康）記） 

 

     森林限界に生育するオンタデ 
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■鎌倉風致保存会 

〇みどりのボランティア 

日 時：9月 2 日（土）曇 

場 所：十二所果樹園 雨の為中止 

日 時：9月 16 日（土）曇時々雨         

場 所：回春院 

参加者：18 名 

雨模様の空にも拘らずパナソニック OB の皆さん 10

名も参加して下さいました。いくらか衰えたとは言え

まだまだ路際の草刈は必要です。雨が降り出し 1時間

程で残念ですが終了。 

日 時：9月 30 日（土）晴 

場 所：御谷山林 

参加者：20 名（JFIK3 名、黒川、松尾、廣瀬） 

 昨日に続き秋晴れ、気持ちの良い朝です。御谷山林

は駅から近い事もあり何時も新しい人が来てくれます。

今日も2名参加して一緒に草刈に汗を流してくれまし

た。道路際をはじめ広場もしっかりと刈りました。11

月 23 日の里山フェスタの準備が始まります。 

 新人を裏山に案内し尾根を歩きながらの観察会、キ

ツリフネやミョウガの花も見てもらいました。 

〇覚園寺 

日 時：9月 7 日（木）曇 

参加者：JFIK 黒川、椎野、廣瀬、松尾、山路 

 久し振りの作業、暫くやってない太子堂の草刈を行

いました。種を付けたオカトラノオがびっしり、スス

キも含めてしっかりと刈りました。暫くは大丈夫でし

ょう。 

日 時：9月 28 日（木）雨で中止 

  

〇その他のイベント 

日 時：9月 9日（土）曇 

“家族で栗拾い”の抽選で当たった 20家族 52 人が

十二所果樹園果樹園に集合し広い果樹園に歓声が響き

ます。あまり豊作ではないものの子供たちはしっかり

と見つけて計量したら 50kg の栗を拾って来ました。 

 お昼は家族で美味しいお弁当を広げて楽しそう。今

日の夜は栗ご飯でしょうね！ 

 9 月は他にも保育園 8 グループの子供たちが栗拾い

を楽しみました。 

 鎌倉でも他に栗拾いが出来る場所はありません。管

理は大変ですが今後とも続けて行きたいイベントです。 

日 時：9月 30 日（土）お話しサロン 

 参加出来なかったので報告があれば来月報告します。  

                   （廣瀬記） 

 

■ヤビツの森 

9月16日に予定していた月例活動は天候不良のため

取りやめました。10 月 3日に臨時の活動を行います。 

（吉井記） 

 

■湘南の森 

9 月 1回目 

日 時：9月 8日（金）10:00～14:20 晴 

参加者：17名、うちJFIK会員4名（佐藤(憲)、田中(文)、

和田、吉井） 

 活動内容： 

今年もたくさんのヤブランが咲き、ハイカーの目を

楽しませるよう、草取りを行った。 

 

草取り 

9 月 2回目 

9 月 23 日に予定した活動は雨のためとりやめた。 

（吉井記） 

湘南の森の活動報告、予定や写真は次のホームペー

ジをご覧ください。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html
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■谷本小学校 保全活動 

参加者：JFIK 河口、吉無田、松田、中澤、小池、引

田、菅原  

日 時：9月 30 日（土）9：00～11：00 

「谷本の森」にて保全活動を行った。さわやかな好

天に恵まれ、生徒約 50名、父兄約 20 名、教職員約 10

名が集まった。 

杭やブロックを利用して森の中の階段の補修、道の

草刈りや板や杭を利用しての土留め、ビオトープや周

りの草刈り、枝の剪定作業など 3班に分かれて活動を

行った。 

一年ぶりの活動で、草やササもかなり伸び、道や階

段もかなり荒れていたが、それぞれスタッフの適切な

指導で作業を進めることが出来た。スコップや草刈り

カマを持つのは初めての生徒も多く、最初はおっかな

びっくりだったがすぐに慣れ積極的に活動していた。

それぞれ仲間で相談し、刈った草、腐った杭や板の片

づけなども行っていた。あっという間の一時間半だっ

たが、参加者が多かったお陰で見違えるほど整備され

た。皆が参加することに意義がある。一度保全作業を

体験すると、今後もより一層生徒の皆様が森に親しん

でいただけると思う。又父兄の山好きの方から山に行

った際、道が整備されている実際を体験出来てよかっ

たとの声も頂いた。作業終了後、希望者約 30 名を 3

班に分け30分程森の中に入った。サトウカエデの種、

ドクダミの香り、葉の形、花のにおいの不思議など、

いろいろな植物の工夫について皆で楽しく観察ができ

た。                 （菅原記） 

 

 

 

 

■名瀬谷戸の会 

 写真を中心にして作業状況などをお知らせします。 

作業1回目 

日 時：9月2日（土）10:00～15:00 

参加者：31名（JFIK16名、一般12名、横浜メダカの会

3名） 

作業内容：新しい作業道の作設、通路柵の設置、ゾー

ン6のモウソウチクのモニタリング調査を行った。物

置金具設置、納屋の道具の整理をした。横浜メダカの

会は、毎月のメダカ池の水生生物及び水質調査を実施

したが、特に問題はなかった。 

 

   モウソウチクのモニタリング調査 
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       この日の参加者 

 

 

       通路柵の設置 

 

作業2回目 

日 時：9月19日（火）10:00～15:00 

参加者：16名（JFIK9名、地元7名） 

作業内容：2班に分かれて、新しい作業道の作設の続

きと竹林の竹垣補修を実施した。 

 

 

      まずは集合写真撮影 

 

       竹林の竹垣補修 

 

 

        作業道の作設 

 

 

   スズメバチの巣の側面が剥がれていた 

（福田記） 
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21 期 田口 愛子  

 

鹿島槍頂上にて 

 

一昨年の夏に藤沢に移り、神奈川会に入会させてい

ただきました田口愛子と申します。 

生まれ育ちは三浦半島の入口、金沢区の六浦という

町です。近くに鷹取山や野島海岸があり、父に連れら

れよく遊びに行きました。現在は宅地造成が進み住宅

地ですが、私が子供時代の実家の周りは谷戸のような

場所で、自然豊かで家の裏には田んぼが広がり、その

奥には森に入る細い道がありスギ林が続いていました。 

子供の頃から生き物が大好きで、学校から帰るとラ

ンドセルを投げ出しザリガニやカエルを泥んこになっ

て追いかけたり、夏は早朝から裏山の大きなクヌギの

木のカブトムシ、クワガタを捕まえたり、懐かしく楽

しい思い出です。 

学生時代はワンダーフォーゲル部に所属し、週末ご

とに山に登っていました。その頃は頂上を目指すこと

が一番の目的で、足元の高山植物などにはあまり目が

いきませんでした。ただ動物たちのフィールドサイン

には興味があり、それは今でも続いています。山や森

の中で動物たちの生活の痕跡を見つけるとワクワクし

ます。糞や足跡や食痕、そして見えないけど気配。学

生時代、北海道の芦別岳を登山中にかなり強い獣臭を

感じドキドキしたことがあります。あれは間違いなく

ヒグマの体臭だったと思っています。 

森林インストラクターになったきっかけですが、子

供の頃から「森林」という言葉に漠然と憧れを持って

おりました。（海外ドラマ「森林警備隊」が大好きだ

った…）森に関わる資格って何だろう？興味を持ち試

験を受けました。当時、町田在住だったので東京会に

所属して高尾山を中心に観察会、イベントに参加。植

物の名前がなかなか覚えられずに苦労し、口下手な上

にあがり症、観察会での説明が上手くできず落ち込ん

だりしましたが、森の中を観察しながら歩く楽しさを

学びました。 

その後、夫の転勤で田園風景の広がる北茨城（ひよ

っこの舞台）で 2年程暮らし、神奈川へ戻ってきまし

た。 

神奈川会に入れていただき 2年になります、現在は

母の介護が第一で、なかなか思うようには活動に参加

出来ませんが、「山こい倶楽部」、「神奈川の身近な自

然を訪ねて」の会に何度か参加させていただき、楽し

い時間を過ごしました。 

焦らずゆっくり活動していきます。どうぞ皆さまこ

れからもよろしくお願いいたします。 

 

ニホンリスとアカネズミのオニグルミ食痕 

 

 

ウサギの足跡は”チョン・チョン・パッ”のＹ字型 

 

 

※次号（11 月号）のリレーエッセイ執筆は、 

21 期の伊藤綾さんの予定です。 

 

リレーエッセイ 
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「一色一生」 
 

著者：志村ふくみ 

出版社：講談社文芸文庫 

定価：1,150 円（税別） 

 

先日、JFIK 主催観察会の反省会で、「人はなぜ花を

愛でるのか」が話題になった。そんなの当たり前だよ

と言いながら的確な言葉で表せないまま、話題は次か

ら次へと移っていってしまった。 

染織家の著者はこの疑問に答えるように、「花と共

に精気は飛び去ってしまい、あざやかな真紅や紫、黄

金色の花も、花そのものでは染まりません。（たった

一つの例外はベニバナ）」「植物の命の先端（花）は、

もうこの世以外のものにふれつつあり、それ故に美し

く、厳粛でさえあります」とこのエッセイ集の中で述

べている。 

著者は大正 13 年生まれ、32 歳の時二人の子供をか

かえて離婚。生活を支えていくために選んだのは母が

途中であきらめた染織の道。この道はあまりにアンノ

ウンファクターの大きな道だったが、よき師、よき友

を得、染め、織りの一歩目から地道な努力を重ねて一

つの世界を創り上げて行く。 

「あらゆる赤の中で、蘇芳（すおう）の赤ほど、真

っ当な女をあらわして嘘のない色を知りません。（中

略）実にしんの強い色です」 

この「赤」を胸の内に秘めて生きてきたことが著者

の強さなのだろう。 

草木染と織物の世界からみた自然・人間は、読者に

新たな思いを抱かせる。 

また、同著者のエッセイ集に「語りかける花」もあ

る。興味のある方はご一読を。（狗） 

 

 

 

 

 

 

月間ブックレビュー 
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会員異動 

＜9月度の会員異動＞ 

9 月 30 日現在会員数 155 名 
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今年も、緑の少年団の子供達とピザ

窯でピザを焼きました。肉の匂いに

つられてスズメバチが寄ってきて大

変でしたが、保護者より子供たちの

ほうが冷静でした！(松山) 

10 月はいろいろといい季節ですね。

早朝には朝露がきらめき、なんとい

っても紅葉！少し山奥にも出かけた

いと思っているのですが、なんかと

慌ただしい日々です。 (福田) 

編集後記 

サネカズラ (2016.10.24 名瀬) 

オオカメノキ (2016.10.20 小谷村鎌池) 

ミゾソバ (2016.10.6 新治市民の森) 



9 体育の日 10 11 12 13 14 15

10

16 17 18 19 20 21 22

月

23 霜降 24 25 26 27 28 29

30 31 1 2 3 文化の日 4 満月 5

6 7 立冬 8 9 10 11 12

11

13 14 15 16 17 18 19

月

20 21 22 小雪 23 勤労感謝の日 24 25 26

27 28 29 30 1 2 3

12

4 満月 5 6 7 大雪 8 9 10

月
身近な自然を訪ねて）下見 湘南の森）定例作業 ヤビツの森）定例作業

さがみの森）定例作業
鎌倉）朝夷奈切通

日

名瀬谷戸の会

月 火 水 木 金 土

北相模・嵐山）定例作業

名瀬谷戸の会 身近な自然を訪ねて（1/2） 四季の森公園）特定植物-紅
葉

月例会 身近な自然を訪ねて（2/2）
湘南の森）定例作業
鎌倉）お話サロン

四季の森公園）四季守マスター塾
さがみの森）定例作業

室内勉強会 ヤビツの森）定例作業
鎌倉）御谷山林

2ヶ月 予 定 表　 2017年10月9日～12月10日
日火 水 木

自然を学ぼう）森のキノコ 湘南の森）定例作業 ジュニア・フォレスター）リハーサル
四季の森公園）身近なクモ
さがみの森）定例作業

土月 金

北相模・嵐山）定例作業

名瀬谷戸の会 身近な自然を訪ねて）下見 室内勉強会 ジュニア・フォレスター）戸川公園
ヤビツの森）定例作業
鎌倉）北条氏常盤亭跡

四季の森公園）冬支度の草木
さがみの森）定例作業

山こい倶楽部）扇山

土 日

身近な自然を訪ねて（1/2） 月例会 身近な自然を訪ねて（2/2）
湘南の森）定例作業
鎌倉）光則寺

四季の森公園）特定植物-ド
ングリ

名瀬谷戸の会
鎌倉）十二所果樹園

四季の森公園）四季守マスター塾

月 火 水 木 金

四季の森公園）野草ガイド

身近な自然を訪ねて）下見 自然を学ぼう）木の実・草の
実

湘南の森）定例作業 さがみの森）定例作業
鎌倉）御谷山林


